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研究成果の概要（和文）：本研究は、英語の発音指導、中でも、プロソディの指導に関して、主に中学校・高等
学校といった中等教育を念頭に置いた、効果的な指導ガイドラインやタスク・活動を整備し、提供することを目
的としたものである。この目的達成の為に、1）英語音声学の知見の整理、2）英語発音指導に関するタスクや活
動の整理、について文献精査を行った上で、指導項目の精選・指導方法（タスク・活動）の開発・整備を行っ
た。並行して、開発した指導項目やタスクを、中等教育学校において実践を行うために、教員からのニーズの確
認・指導についての教員研修の機会を持った上で、プロソディ指導の実践を行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop effective teaching guidelines, tasks, 
and activities for teaching English pronunciation, particularly prosody, in secondary schools such 
as junior and senior high schools. To achieve this objective, we reviewed the findings of English 
phonetics and the literature on teaching English pronunciation. We carefully selected teaching items
 and developed and improved teaching methods (tasks and activities). Simultaneously, we had the 
opportunity to confirm teachers' needs and provide training for prosody instruction, which allowed 
us to implement the developed instructional items and tasks in secondary schools.

研究分野： 英語教育

キーワード： プロソディ　統合的指導　教員研修
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、現在の英語音声指導・発音指導においては、音声学や発音指導に関する研修や訓練が不足しているだ
けでなく、発音指導に関する理論や指導方法が確立・整備されていないという問題に着目した点に、学術的意義
を認めるものである。また、多くの教員にとってアクセスしやすいプロソディ指導のガイドラインやタスク・活
動を整備・提供することにより、プロソディ指導の実践が広く取り組まれる可能性を広げたことによる社会的意
義についても高いものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 現在の英語教育において、「コミュニケーション重視」や「国際語としての英語」といった背
景のもと、英語音声への関心は比較的高いと言える。中等教育において、コミュニケーション活
動が多く取り入れられ、英語を使う場面は確実に増加している。しかしながら、そうした活動の
中で用いられる英語の発音には十分な注意が払われていないことが多い。 
 
 発音の指導に十分な注意が払われていない理由としては、教員自身に発音を指導する自信が
ないためである。欧米を中心とした ESL プログラムを対象とした調査において、多くの教員は
発音指導について、その重要性を認識しているが、十分な訓練を受けておらず、自信がないと回
答しており、訓練や研修プログラムが求められている（Murphy, 2014）。また、日本の中学校・高
等学校教員対象の調査においても、音声学や発音指導に関する十分な訓練を受けておらず、結果
として授業で発音を取り扱っていないことが明らかになっている（有本, 2010; 河内山, 2011）。 
 
 英語発音指導において教員が持っておくべき知識は、（1）概念的知識（発音に関する基本原理）、
（2）記述的知識（発音に関する基本的事実; 音声学的記述）、（3）手続き的知識（発音指導に必
要な基本的技術）、の 3 つであるとされている（Grant et al., 2014）。（2）のような英語音声学的知
識や（3）の指導の方法や技術に留まらず、（1）のような、音声言語の重要性の認識や第二言語
習得研究の知見、学習者の発達と言った視点も重要であり、発音指導における訓練や研修プログ
ラムを検討する際には、これらの要素をカバーしなければならないことが分かる。（2）の発音の
諸要素について、個々の発音ではなく、アクセント、リズムやイントネーションといったプロソ
ディの側面については、そのコミュニケーションにおける重要性は認識されている一方、その指
導は困難であると考えられ、現在まで看過されてきた音声要素であると言ってよい（Celce-Murcia 
et al., 2010; Chapman, 2007; Dalton & Seidlhofer, 1994）。また、（3）の指導の方法について、「どの
ような方法で、どうやって指導するのか」についても、例えば中学校・高等学校に関して、学習
指導要領の記述を見ても、「音読を行う、ペア・ワークやグループ・ワークを活用すること、ICT 
の活用、ALT を活用してコミュニケーション活動を行うこと」などをプロソディ指導に関連す
るものとして挙げることは可能であるが、どのように平生の授業にプロソディ指導を統合的に
取り入れるのかについては具体性に乏しい。 
 
 こうした背景のもと，英語プロソディの指導が必要であることを主張するだけではなく，その
指導を実際にどのようにするべきかを説いていく必要があると研究代表者・研究分担者は考え，
研究を始めるに至った。 
 
２．研究の目的 
 これまで、平成 28 年度までの研究課題（26381197）において、英語プロソディの音声学を背
景とした理論的整理から、「英語プロソディ指導における 3 つの原則」を提案し、それに基づい
た活動例の提案を行ってきた。 
 
 「英語プロソディ指導における 3 つの原則」やそれに基づく活動例を、学会発表や教育実践を
行うことで研究成果の周知を図ることは一定程度できているとは感じるものの、少しずつ中等
教育の教員とやり取りをする中で、課題を感じることも多くあった。それは、英語発音指導にお
いて問題なのは、教員の音声学的知識の欠如だけでなく、それ以前の音声自体を授業に取り入れ
ることの重要性の理解の欠如、また指導技術についての認識不足などであった。そこで、これま
で行ってきた、原則や活動例の提案だけではなく、これまでの研究成果を包含した、音声指導の
重要性を十分に理解し、指導の内容・方法について学ぶことのできる研修プログラムを開発する
必要性があると考えるに至った。 
 
 そこで、本研究では、英語の発音指導、中でも、プロソディの指導に関して、主に中学校・高
等学校といった中等教育における、効果的な教員研修および教員養成プログラムを開発し、提供
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 前述の 2. 研究の目的において述べた目的を達成するために、1）既に開発を行ったプロソディ
指導の指針とタスク集の整理、2）音声指導に関する理念や心理言語学的見地の整理、の 2 点に
関しての文献精査を行い、指導項目の精選・指導方法（タスク・活動）の整備に基づいた研修プ
ログラムを開発した。その上で、開発したプログラムを中等教育に従事する現職教員を対象に試
行し、教員からフィードバックを得た上で改善を施し、最終的にはプロソディの指導のための教
員研修（養成）プログラムの公開を予定していた。 
 
 しかしながら、研究期間がコロナ禍と重なったこともあり、研修機会や教育実践において大き
な制限が発生したため、限られた回数ではあるが、中等教育学校教員との研修会を持った上で、



協力教員による中等教育学校 1 年次生への実践を指導モデルとして提示し、研修のためのモデ
ルとすることとした。 
 
４．研究成果 
0) 英語プロソディ指導における 3 つの原則 
 まず、前研究課題において、プロソディに含まれる音声要素であるアクセント・リズム・イン
トネーションを，個別に扱うのではなく，統合したものとして指導ができるような枠組みを「英
語プロソディの指導における 3 つの原則」として提案した。原則は，以下の通りである。 
 

英語プロソディ指導における 3 つの原則 
原則 1 「あいうえお」のあるところで拍を刻む 
原則 2 拍が２つ以上並ぶと、強弱をつける 
原則 3 強い拍が２つ以上あると、どこかひとつを一番目立たせる 

 
原則 1 は音節構造を，原則 2 はアクセントを，原則 3 は核配置やイントネーションを主に扱う
ものであるが，それぞれが個別項目となるのではなく，それぞれが関連しあっている枠組みとな
っている。 
 
1）プロソディ指導に関する指導法（活動例）の開発 
 前述の原則を授業実践の中で具現化するためのタスクや活動を開発し、研究代表者の勤務校
に附属する中等教育学校教員に依頼し、教育実践を行いながら活動の更なる改善に努めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現在、各原則および区切りに対応する活動例として 21 の項目を開発しており、上述の中等教育
学校における実践においてその効果を確認している。 
 
2）プロソディ指導の指針と指導プロセスの提案と実践 
 開発した「英語プロソディ指導の 3 つの原則」は、中等教育においてベースとなる教材である
教科書（特に検定教科書）を基にプロソディ指導を織り込めるようにすることを目的としている。
この原則およびそこから導かれた活動群を、授業実践の中にどのように位置づけるかについて
は、授業を以下に記す 5 段階に分けて、それぞれの段階でどのようなプロソディ指導ができるか
を検討し、指針を作成・提案している。 
 

1．文章を読む・聞く前に、単語の導入などを行う準備段階 
2．文章を読んで・聞いて内容を理解する段階 
3．語彙や文法等に注目して知識を増やす段階 
4．定着を図るための反復練習の段階 
5．覚えたことばを使ったリテリングの段階 

 
1 準備段階 
 読む・聞く前の準備段階では、新出語句の導入などを行う上で、「1．ハミング」・「6．同じも
のを探せ」・「12．間違い探し」などを提案している。また、語句の練習において、拍の意識づけ
に適した「5．わざと変に言う」や「3．強弱をつける」などが用いられる。 
 
 



2 内容を理解する段階 
 文章の内容を理解する段階では、例えば「7．内容語のみのリスニング」や「8．punctuation を
消した文章」、「9．内容語のみ示す」などにより、プロソディを手掛りとして情報のまとまりを
把握する練習を提案している。 
 
 リーディング授業での統合的指導として、「20．間違いを含む文章」や「21．空所を含む文章」
によって、読んだことを基に「26．フレーズ完成」などの生徒同士のインタラクション活動も十
分に可能であることを示している。 
 
3 語彙、文法等の知識を増やす段階 
 語彙、文法等の知識増強には、内容語と機能語を確認することが重要であることから、内容語
と機能語を分けたディクテーション（「15．ディクテーション」）や「9．内容語のみ示す」とい
った活動を提案している。また、「16．Q&A の活用」や「17．質問は何か」では、いわゆる Q&A
のやり取りにおいてプロソディの果たす役割を意識させる活動などで、リーディングややり取
りにおいての統合が進められることが明らかになっている。 
 
4 定着を図る反復練習の段階 
 学んだ語句等の知識を定着には、繰り返しの音声化が重要であり、音読やシャドーイングが一
般的である。そうした活動に、プロソディの果たす役割を意識しながらの繰り返しの練習が必要
である。単調な練習ではなく、「1．ハミング」、「2．印をつける」、「3．強弱をつける」などが感
覚をつかむための活動として提案されている。 
 
5 リテリングの段階 
 覚えたことばを活用する段階では、話す際に拍、アクセント、最も目立たせる箇所が適切かど
うかモニタリングできるようにするために、「19．モノローグから会話文へ」といった活動が提
起されている。 
 
 この指導の段階を意識した上で、中等教育学校において実践を行った。初めは授業の 10 分程
度の時間をプロソディ指導に割いて、帯活動として実施した。その後徐々に教科書を用いた指導
に統合した。その段階では、教科書本文を基に活動を設計し、上記の５つの段階にまたがって指
導を行った。また、授業を担当した教員からのフィードバックを受けながら、「3 つの原則」や
それに基づく指導方法の有効性などを確認した。 
 
 上記のような教育実践を経て、これまで構築してきたプロソディ指導の枠組みの「3 つの原則」、
およびそれに基づく指導方法をひとつにまとめ、教員向けのハンドブックとしてとりまとめた。
このハンドブックは、「3 つの原則」を知るためのセクション、個別の指導方法を知るためのセ
クション、授業を段階ごとに分けて指導方法を紹介するセクション、中等学校での指導実践の例
を紹介するセクション、そして、英語プロソディに対する音声学的理解を深めるためのセクショ
ンから構成されている。 
 
 こうしたハンドブックを整備することで、単なる指導方法の紹介にとどまらず、教員がプロソ
ディについて音声学的な理解を深め（記述的知識）、語彙や文法等の指導やそれらを活用する四
技能の指導にはプロソディが深く関連していることを理解すること（概念的知識）も重視してい
る点、また実際の授業への応用（手続き的知識）を促進するために、授業の段階ごとの指導の紹
介や、実際の指導例を設けている点において、ハンドブックという形での教員研修プログラムの
提示となり、研修でも扱いやすくすることになり、本研究の大きな成果となっていると考える。 
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